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第 1 章と 2 章において、王国時代から植民地時代のパリの権力と言説の歴史をたどったあと、第 3 章「もうひとつ
の空間」において、 1920 年代、 30 年代の植民地時代後期における特別な言説の「空間」の設立が描写される。豊富
な文献資料に基づき、下級公務員たちによって「パリ」が構築され、そして宗教が制度化されるさまが説得力豊かに
記述される。独立から開発独裁の時代において、イスラムが多数派を占めるインドネシアという国家の中で、ヒンド
ゥーをし、かに「インドネシア化」していったかが第 4 章、 5 章、 6 章で分析される。とりわけパリサダ・ヒンドヮー
という制度の設立をめぐる言説の分析、「パリ州」という国家の制度による儀礼の肥大化の分析は当論文の白眉であ
ろう。 7 章では著者の調査した村から見た国家と宗教の制度の分析がなされ、激動のスハルト以降に言及して、パリ
の「宗教」の今後を考察する終章で終わる。
以上、当論文は、議論の妥当性、資料の豊富さ、理論的な独創性において、博士(人間科学)学位論文として十分
に価値あるものであると判定した。
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